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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】正極材料帯と負極材料帯とのクロスコンタミネ 
ーションを防止し、セルの合格率を向上させることがで 
きる、積層機を提供する。
【解決手段】積層機に４つの領域が設けられ、負極ロー 
ル配置領域１１０が、負極材料帯を配置する領域であり 
、セパレータロール配置領域１２０が、セパレータ材料 
帯を配置する領域であり、正極ロール配置領域１３０が 
、正極材料帯を配置する領域であり、裁断片複合領域１ 
４０が、負極ロール配置領域から裁断片複合領域に進入 
する負極材料帯を負極ユニット片に裁断し、正極ロール 
配置領域から裁断片複合領域に進入する正極材料帯を正 
極ユニット片に裁断し、負極ユニット片と、正極ユニッ 
ト片と、セパレータロール配置領域から裁断片複合領域 
に進入するセパレータに対して熱複合を行う領域であり 
、負極ロール配置領域、セパレータロール配置領域およ 
び正極ロール配置領域が、互いに隔絶されている。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全8頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
積 層 機 で あ っ て 、
前 記 積 層 機 に 、 そ れ ぞ れ 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 、 正 極 ロ ー ル 配  
置 領 域 お よ び 裁 断 片 複 合 領 域 が 設 け ら れ 、
前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 が 、 負 極 材 料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配  
置 領 域 が 、 セ パ レ ー タ 材 料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 が 、 正 極 材  
料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 が 、 前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 か ら 前 記 裁  
断 片 複 合 領 域 に 進 入 す る 前 記 負 極 材 料 帯 を 負 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 し 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置  
領 域 か ら 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 に 進 入 す る 前 記 正 極 材 料 帯 を 正 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 し 、 前 記  
負 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 前 記 正 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 か ら 前 記 裁 断  
片 複 合 領 域 に 進 入 す る 前 記 セ パ レ ー タ 材 料 帯 と に 対 し て 熱 複 合 を 行 う 領 域 で あ り 、
前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 お よ び 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域  
が 、 互 い に 隔 絶 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 積 層 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 、 前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 配 置 さ れ る 前 記 負 極 材 料 帯 に  
対 し て 除 塵 す る た め の 第 １ 除 塵 シ ス テ ム が 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 、 複 数 巻 の 負 極 材 料 帯 を そ れ ぞ れ 固 定 す る た め の 複 数 の 負 極  
材 料 帯 固 定 部 材 が さ ら に 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 配 置 さ れ る 前 記  
セ パ レ ー タ 材 料 帯 に 対 し て 除 塵 す る た め の 第 ２ 除 塵 シ ス テ ム が 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 、 複 数 巻 の セ パ レ ー タ 材 料 帯 を そ れ ぞ れ 固 定 す る た め  
の 複 数 の セ パ レ ー タ 材 料 帯 固 定 部 材 が さ ら に 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 配 置 さ れ る 前 記 正 極 材 料 帯 に  
対 し て 除 塵 す る た め の 第 ３ 除 塵 シ ス テ ム が 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に 、 複 数 巻 の 正 極 材 料 帯 を そ れ ぞ れ 固 定 す る た め の 複 数 の 正 極  
材 料 帯 固 定 部 材 さ ら に 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 進 入 す る 前 記 負 極 材 料 帯 、 前 記 セ パ レ  
ー タ 材 料 帯 お よ び 前 記 正 極 材 料 帯 に 対 し て 除 塵 す る た め の 第 ４ 除 塵 シ ス テ ム が 設 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 、 裁 断 機 構 お よ び 複 合 機 構 が さ ら に 設 置 さ れ 、 前 記 裁 断 機 構 が 、  
前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 進 入 す る 前 記 負 極 材 料 帯 を 前 記 負 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 す る と と も  
に 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 進 入 す る 前 記 正 極 材 料 帯 を 前 記 正 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 す る よ  
う に 構 成 さ れ 、 前 記 複 合 機 構 が 、 前 記 負 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 前 記 正 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 前 記 裁  
断 片 複 合 領 域 内 に 進 入 す る 前 記 セ パ レ ー タ 材 料 帯 と に 対 し て 熱 複 合 を 行 う よ う に 構 成 さ れ  
る
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 積 層 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 お よ び 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 は そ れ ぞ れ 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 の  
対 向 す る 両 側 に 設 け ら れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 積 層 機 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 セ ル 作 製 の 技 術 分 野 に 属 し 、 具 体 的 に 、 積 層 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
現 在 、 市 販 の 一 部 の 積 層 機 は 、 実 際 の 作 動 過 程 に お い て 、 正 極 材 料 帯 、 負 極 材 料 帯 お よ び  
セ パ レ ー タ 材 料 帯 が 、 同 一 の 領 域 内 に 設 置 さ れ 、 同 一 の 方 向 に お い て 延 在 す る よ う に 配 置  
し て 、 裁 断 、 熱 複 合 な ど の 加 工 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 積 層 機 で あ れ ば 、 作 動 過 程 に お い て 、 正 極 材 料 帯 と 負 極 材 料 帯 と の ク ロ ス コ ン  
タ ミ ネ ー シ ョ ン が 発 生 し や す い た め 、 作 製 で き た セ ル が 不 良 に な る こ と が あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 考 案 は 、 正 極 材 料 帯 と 負 極 材 料 帯 と の ク ロ ス コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン を 防 止 し 、 セ ル の 合 格  
率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 積 層 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 は 、 下 記 の 技 術 案 を 提 供 す る 。
積 層 機 を 提 供 し 、 前 記 積 層 機 に 、 そ れ ぞ れ 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領  
域 、 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 お よ び 裁 断 片 複 合 領 域 が 設 け ら れ 、
前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 が 、 負 極 材 料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配  
置 領 域 が 、 セ パ レ ー タ 材 料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 が 、 正 極 材  
料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 が 、 前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 か ら 前 記 裁  
断 片 複 合 領 域 に 進 入 す る 前 記 負 極 材 料 帯 を 負 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 し 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置  
領 域 か ら 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 に 進 入 す る 前 記 正 極 材 料 帯 を 正 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 し 、 前 記  
負 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 前 記 正 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 か ら 前 記 裁 断  
片 複 合 領 域 に 進 入 す る 前 記 セ パ レ ー タ 材 料 帯 と に 対 し て 熱 複 合 を 行 う 領 域 で あ り 、
前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 お よ び 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域  
が 、 互 い に 隔 絶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に は 、 前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域  
内 に 配 置 さ れ る 前 記 負 極 材 料 帯 に 対 し て 除 塵 す る た め の 第 １ 除 塵 シ ス テ ム が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に は 、 複 数 巻 の 負 極 材 料 帯 を そ  
れ ぞ れ 固 定 す る た め の 複 数 の 負 極 材 料 帯 固 定 部 材 が さ ら に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 内 に は 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ  
ー ル 配 置 領 域 内 に 配 置 さ れ る 前 記 セ パ レ ー タ 材 料 帯 に 対 し て 除 塵 す る た め の 前 記 第 ２ 除 塵  
シ ス テ ム が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 内 に は 、 複 数 巻 の セ パ レ ー  
タ 材 料 帯 を そ れ ぞ れ 固 定 す る た め の 複 数 の セ パ レ ー タ 材 料 帯 固 定 部 材 が さ ら に 設 置 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ０ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に は 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域  
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内 に 配 置 さ れ る 前 記 正 極 材 料 帯 に 対 し て 除 塵 す る た め の 第 ３ 除 塵 シ ス テ ム が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 内 に は 、 複 数 巻 の 正 極 材 料 帯 を そ  
れ ぞ れ 固 定 す る た め の 複 数 の 正 極 材 料 帯 固 定 部 材 が さ ら に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に は 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 進 入  
す る 前 記 負 極 材 料 帯 、 前 記 セ パ レ ー タ 材 料 帯 お よ び 前 記 正 極 材 料 帯 に 対 し て 除 塵 す る た め  
の 第 ４ 除 塵 シ ス テ ム が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に は 、 裁 断 機 構 お よ び 複 合 機 構 が さ  
ら に 設 置 さ れ 、 前 記 裁 断 機 構 が 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 進 入 す る 前 記 負 極 材 料 帯 を 前 記  
負 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 す る と と も に 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 進 入 す る 前 記 正 極 材 料 帯 を  
前 記 正 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 複 合 機 構 が 、 前 記 負 極 ユ ニ ッ ト 片 と  
、 前 記 正 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 内 に 進 入 す る 前 記 セ パ レ ー タ 材 料 帯 と に 対  
し て 熱 複 合 を 行 う よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
選 択 可 能 な 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 お よ び 前 記 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 は  
、 そ れ ぞ れ 前 記 裁 断 片 複 合 領 域 の 対 向 す る 両 側 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
従 来 技 術 に 比 べ て 、 本 考 案 に 係 る 積 層 機 は 、 設 け ら れ た 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 、 セ パ レ ー タ  
ロ ー ル 配 置 領 域 お よ び 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 が 互 い に 隔 絶 さ れ て お り 、 負 極 材 料 帯 、 正 極 材  
料 帯 お よ び セ パ レ ー タ 材 料 帯 が 裁 断 片 複 合 領 域 に 進 入 す る 前 に 、 互 い に 隔 絶 さ れ て い る た  
め 、 ク ロ ス コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン が 発 生 す る こ と が な い 。 し た が っ て 、 本 考 案 に 係 る 積 層 機  
は 、 正 極 材 料 帯 と 負 極 材 料 帯 と の ク ロ ス コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン を 防 止 し 、 セ ル の 合 格 率 を 向  
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 考 案 の 実 施 例 に お け る 技 術 案 を よ り 明 瞭 に 説 明 す る た め 、 以 下 、 実 施 例 の 説 明 に 必 要 な  
図 面 を 簡 単 に 説 明 す る 。 説 明 す る 図 面 は 、 本 考 案 の 一 部 の 実 施 例 を 示 す も の に す ぎ ず 、 範  
囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 当 業 者 は 、 発 明 能 力 を 用 い な く て も 、 こ れ ら の 図 面 を も と に  
、 他 の 関 連 図 面 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 例 に よ る 積 層 機 の 実 際 応 用 時 の 模 式 的 構 成 図 （ 側 面 図 ） で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 考 案 の 実 施 例 の 目 的 、 技 術 案 お よ び 利 点 を よ り 明 瞭 に す る た め 、 以 下 、 本 考 案 の 実 施 例  
に 用 い ら れ る 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 実 施 例 に お け る 技 術 案 を 明 瞭 か つ 完 全 に 説 明  
し 、 説 明 さ れ る 実 施 例 が 本 考 案 の 一 部 の 実 施 例 に す ぎ ず 、 す べ て の 実 施 例 で は な い こ と は  
無 論 で あ る 。 こ こ で 図 面 を 用 い て 説 明 、 示 し た 本 考 案 の 実 施 例 に お け る 部 品 は 、 様 々 な 配  
置 方 法 で 配 置 、 設 計 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の た め 、 以 下 の 、 図 面 に 示 さ れ た 本 考 案 の 実 施 例 に 対 す る 詳 細 な 説 明 は 、 本 考 案 の 選 択  
さ れ た 実 施 例 に す ぎ ず 、 保 護 し よ う と す る 本 考 案 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 本 考 案  
の 実 施 例 を も と に 、 当 業 者 が 発 明 能 力 を 用 い る こ と な く 得 た す べ て の 他 の 実 施 例 も 、 本 考  
案 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 同 様 な 符 号 は 、 図 面 に お い て 同 様 な も の を 示 す の で 、 １ つ の 図 面 で 定 義 さ れ た 場 合  
、 他 の 図 面 で さ ら に 定 義 、 解 釈 す る こ と が 不 要 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 考 案 の 説 明 に お い て 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 内 」 、 「 外 」 、 「 左 」 、 「 右 」 な ど の 用 語 で  
表 さ れ た 方 向 ま た は 位 置 関 係 は 、 図 面 に 基 づ く も の で あ り 、 あ る い は 、 該 考 案 製 品 の 通 常  
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の 配 置 方 向 ま た は 位 置 関 係 で あ り 、 本 考 案 を 簡 単 お よ び 簡 略 に 説 明 す る た め の も の に す ぎ  
ず 、 該 当 装 置 ま た は 要 素 が 、 必 ず し も 特 定 の 方 向 を 有 し た り 、 特 定 の 方 向 に 構 成 、 操 作 さ  
れ た り す る こ と を 明 示 ま た は 暗 示 す る も の で は な い た め 、 本 考 案 を 限 定 す る も の で は な い  
と 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 な ど の 用 語 は 、 区 別 し て 説 明 す る た め の も の に す ぎ ず 、 相 対 重  
要 性 を 明 示 ま た は 暗 示 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 考 案 の 説 明 に お い て 、 特 に 断 り が な い 限 り 、 「 設 置 」 、 「 接 続 」 な ど の 用 語 は 広 義 に 理  
解 す べ き で あ る 。 例 え ば 、 固 定 接 続 で も よ い し 、 取 外 し 可 能 な 接 続 で も よ い し 、 一 体 的 な  
接 続 で も よ い 。 そ し て 、 機 械 的 な 接 続 で も よ い し 、 電 気 的 な 接 続 で も よ い 。 ま た 、 直 接 接  
続 し て も よ い し 、 中 間 物 を 介 し て 間 接 的 に 接 続 し て も よ い し 、 ２ つ の 素 子 の 内 部 が 連 通 し  
て も よ い 。 当 業 者 は 、 本 考 案 に お け る 上 記 用 語 の 具 体 的 な 意 味 を 、 具 体 的 な 状 況 に 応 じ て  
理 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ を 参 照 し 、 図 １ は 、 本 実 施 例 に よ る 積 層 機 １ ０ ０ の 実 際 応 用 時 の 模 式 的 構 成 図 で あ る  
。 本 実 施 例 に よ る 積 層 機 １ ０ ０ は 、 正 極 材 料 帯 と 負 極 材 料 帯 と の ク ロ ス コ ン タ ミ ネ ー シ ョ  
ン を 防 止 し 、 セ ル の 合 格 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
該 積 層 機 １ ０ ０ に 、 そ れ ぞ れ 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２  
０ 、 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ お よ び 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ が 設 け ら れ 、 負 極 ロ ー ル 配 置  
領 域 １ １ ０ 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ お よ び 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ が 、 互 い  
に 隔 絶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 ３ つ の 領 域 が 互 い に 隔 絶 さ れ て い る と は 、 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ 、 セ パ レ ー タ  
ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ お よ び 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ の 任 意 の ２ つ の 領 域 の 間 に 隔 離 部  
材 １ ５ ０ を 設 置 し 、 そ の 隔 離 部 材 １ ５ ０ に よ っ て 、 ３ つ の 領 域 が 互 い に 直 接 連 通 し な い こ  
と を 保 証 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ お よ び 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域  
１ ３ ０ の そ れ ぞ れ は 、 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ と 連 通 し て い る 。 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０  
は 、 負 極 材 料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 負 極 材 料 帯 の 一 端 が 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ か  
ら 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ に 進 入 す る 。 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ は 、 セ パ レ ー タ 材  
料 帯 を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 セ パ レ ー タ 材 料 帯 の 一 端 が セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０  
か ら 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ に 進 入 す る 。 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ は 、 正 極 材 料 帯 を 配 置  
す る 領 域 で あ り 、 正 極 材 料 帯 の 一 端 が 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ か ら 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４  
０ に 進 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ は 、 負 極 材 料 帯 の 進 入 部 分 を 負 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 し 、 正 極 材 料 帯  
の 進 入 部 分 を 正 極 ユ ニ ッ ト 片 に 裁 断 し 、 さ ら に 負 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 正 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 進  
入 さ れ た セ パ レ ー タ 材 料 帯 と に 対 し て 熱 複 合 を 行 う こ と に よ り 、 複 合 積 層 片 を 得 る た め の  
領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
従 来 技 術 に 対 し て 、 本 実 施 例 に よ る 積 層 機 １ ０ ０ は 、 熱 複 合 を 行 う 前 に 正 極 材 料 帯 、 負 極  
材 料 帯 お よ び セ パ レ ー タ 材 料 帯 を 互 い に 隔 離 さ せ 、 三 者 間 の ク ロ ス コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン を  
防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
従 来 技 術 に お い て 、 正 極 材 料 帯 お よ び 負 極 材 料 帯 が い ず れ も 裁 断 、 熱 複 合 の 加 工 位 置 の 同  
じ 側 に 固 定 さ れ る た め 、 積 層 機 １ ０ ０ の 重 心 の 位 置 が そ の 幾 何 中 心 か ら 大 き く ず れ て 、 積  
層 機 １ ０ ０ の 作 動 中 の 安 定 性 に 劣 り 、 事 故 を 招 き や す い 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 例 に お い  
て 、 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ と 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ を そ れ ぞ れ 裁 断 片 複 合 領 域 １  
４ ０ の 対 向 す る 両 側 に 設 け る こ と に よ り 、 積 層 機 １ ０ ０ の 安 定 性 を 大 き く 向 上 さ せ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
負 極 材 料 帯 に 対 す る 防 塵 保 護 を さ ら に 向 上 さ せ る た め 、 本 実 施 例 に お い て 、 負 極 ロ ー ル 配  
置 領 域 １ １ ０ 内 に 、 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ 内 に 配 置 さ れ る 負 極 材 料 帯 に 対 し て 除 塵 す  
る た め の 第 １ 除 塵 シ ス テ ム １ １ １ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
同 様 に 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ 内 に 第 ２ 除 塵 シ ス テ ム １ ２ １ が 設 置 さ れ 、 セ パ  
レ ー タ 材 料 帯 に 対 す る 更 な る 防 塵 保 護 が 実 現 さ れ 、 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ 内 に 第 ３ 除  
塵 シ ス テ ム １ ３ １ が 設 置 さ れ 、 正 極 材 料 帯 に 対 す る 更 な る 防 塵 保 護 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 裁 断 、 熱 複 合 な ど の 作 業 が 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ 内 で 実 行 さ れ る こ と を 考 慮 し 、  
作 動 過 程 に お い て 負 極 ユ ニ ッ ト 片 お よ び 正 極 ユ ニ ッ ト 片 が 汚 染 さ れ な い よ う に 、 本 実 施 例  
に お い て 、 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ 内 に 第 ４ 除 塵 シ ス テ ム １ ４ １ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 実 施 例 に お い て 、 第 １ 除 塵 シ ス テ ム １ １ １ 、 第 ２ 除 塵 シ ス テ ム １ ２ １ 、 第 ３ 除 塵 シ ス テ  
ム １ ３ １ お よ び 第 ４ 除 塵 シ ス テ ム １ ４ １ は 、 い ず れ も 超 音 波 除 塵 シ ス テ ム で あ り 、 他 の 実  
施 例 に お い て 、 実 際 の 適 用 環 境 に 応 じ て 、 他 の 種 類 の 除 塵 シ ス テ ム を 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
し た が っ て 、 各 領 域 内 に 設 置 さ れ る 複 数 の シ ス テ ム に よ り 、 各 材 料 帯 に 対 す る 防 塵 保 護 効  
果 を さ ら に 向 上 さ せ て 、 セ ル の 品 質 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 積 層 機 １ ０ ０ の 作 動 効 率 を 向 上 さ せ 、 材 料 帯 の 交 換 時 間 を 短 縮 す る た め 、 本 実 施 例  
に お い て 、 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ 内 に 、 複 数 巻 の 負 極 材 料 帯 を そ れ ぞ れ 固 定 す る た め  
の 複 数 の 負 極 材 料 帯 固 定 部 材 １ １ ２ が さ ら に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
同 様 に 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ 内 に 、 複 数 巻 の セ パ レ ー タ 材 料 帯 を そ れ ぞ れ 固  
定 す る た め の 複 数 の セ パ レ ー タ 材 料 帯 固 定 部 材 １ ２ ２ が さ ら に 設 置 さ れ る 。 正 極 ロ ー ル 配  
置 領 域 １ ３ ０ 内 に 、 複 数 巻 の 正 極 材 料 帯 を そ れ ぞ れ 固 定 す る た め の 複 数 の 正 極 材 料 帯 固 定  
部 材 １ ３ ２ が さ ら に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ 内 に 、 裁 断 機 構 、 複 合 機 構 お よ び 他 の 各 種 の 工 程 の 設 備 が さ  
ら に 設 置 さ れ る 。 裁 断 機 構 は 、 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ 内 に 進 入 す る 負 極 材 料 帯 を 負 極 ユ ニ  
ッ ト 片 に 裁 断 す る と と も に 、 裁 断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ 内 に 進 入 す る 正 極 材 料 帯 を 正 極 ユ ニ ッ  
ト 片 に 裁 断 す る よ う に 構 成 さ れ 、 複 合 機 構 は 、 負 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 正 極 ユ ニ ッ ト 片 と 、 裁  
断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ 内 に 進 入 す る セ パ レ ー タ 材 料 帯 と に 対 し て 熱 複 合 を 行 う よ う に 構 成 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 の よ う に 、 本 実 施 例 に よ る 積 層 機 １ ０ ０ は 、 互 い に 隔 絶 さ れ て い る 負 極 ロ ー ル 配 置 領  
域 １ １ ０ 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ お よ び 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ が 設 置 さ れ  
る た め 、 ３ つ の 領 域 が 互 い に 直 接 連 通 し な い こ と が 保 証 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 負 極 材 料 帯  
お よ び 正 極 材 料 帯 に 対 す る 防 塵 保 護 が 実 現 さ れ る と と も に 、 負 極 材 料 帯 と 正 極 材 料 帯 と の  
ク ロ ス コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン が 防 止 さ れ る 。 そ し て 、 負 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ １ ０ 内 に 第 １ 除  
塵 シ ス テ ム １ １ １ が 設 置 さ れ 、 セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域 １ ２ ０ 内 に 第 ２ 除 塵 シ ス テ ム １  
２ １ が 設 置 さ れ 、 正 極 ロ ー ル 配 置 領 域 １ ３ ０ 内 に 第 ３ 除 塵 シ ス テ ム １ ３ １ が 設 置 さ れ 、 裁  
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断 片 複 合 領 域 １ ４ ０ 内 に 第 ４ 除 塵 シ ス テ ム １ ４ １ が 設 置 さ れ る た め 、 各 材 料 帯 に 対 す る 更  
な る 防 塵 保 護 が 実 現 さ れ 、 作 製 で き た セ ル の 品 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
し た が っ て 、 本 実 施 例 に よ る 積 層 機 １ ０ ０ は 、 防 塵 効 果 が よ り 優 れ 、 作 製 す る セ ル の 良 品  
率 を 著 し く 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 の 記 載 は 、 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 例 に す ぎ ず 、 本 考 案 を 限 定 す る も の で は な い 。 当 業  
者 に と っ て 、 本 考 案 に 各 種 の 変 更 や 変 化 を 有 し て も よ い 。 本 考 案 の 精 神 お よ び 主 旨 か ら 逸  
脱 し な い 限 り 、 す べ て の 変 更 、 均 等 置 換 、 改 良 等 は 、 い ず れ も 本 考 案 の 保 護 範 囲 に 属 す る  
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ ０ ０   積 層 機
１ １ ０   負 極 ロ ー ル 配 置 領 域
１ １ １   第 １ 除 塵 シ ス テ ム
１ １ ２   負 極 材 料 帯 固 定 部 材
１ ２ ０   セ パ レ ー タ ロ ー ル 配 置 領 域
１ ２ １   第 ２ 除 塵 シ ス テ ム
１ ２ ２   セ パ レ ー タ 材 料 帯 固 定 部 材
１ ３ ０   正 極 ロ ー ル 配 置 領 域
１ ３ １   第 ３ 除 塵 シ ス テ ム
１ ３ ２   正 極 材 料 帯 固 定 部 材
１ ４ ０   裁 断 片 複 合 領 域
１ ４ １   第 ４ 除 塵 シ ス テ ム
１ ５ ０   隔 離 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】
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